
インドの農村で現地NGOと活動しよう！

成田・関空発着

2015 年 8 月 25 日（火）出発　16 日間

￥194,000（一般）／ ￥179,000（学生）
※燃油サーチャージ・各国諸税・空港諸税など別途必要。
※リピート参加割引あり。詳しくはお問合せください。
プログラム企画：NPO法人ニランジャナセワサンガ／後援：大阪ユネスコ協会
旅行企画・実施：株式会社フェニックス・エンターテイメント・ツアーズ
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スタディープログラム 2015 夏ツアー参加者でプログラムをつくる！！
Niranjana Sewa Sanga



旅行日程　2015 年 8月 25 日（火）～ 9月 9日（水）
旅行代金　194,000 円（一般）/  179,000 円（学生）　
※上記旅行代金に加え、空港使用料・各国諸税（成田：2,610 円、関空：3,040 円、インド：7,440 円、中国：3,600 円）、航空保険料 1,960 円、燃
油サーチャージ 12,160 円（2015 年 5 月 26 日現在。航空会社の都合や発券時の為替により変動）、インド国ビザ取得料（各自／代行希望の方は代
行料）、パスポート取得料（各自）、食事なし日程の食費（1日 1,000 円程度が目安）、ニランジャナセワサンガ会員年会費（3,000 円～）、海外旅
行保険料（9,950 円～）が別途必要になります。

行程表 ※現地の状況や交通機関の都合で変更になる場合があります。

■募集人員：15 名（最少催行人員：6人）　■申込締切：2015 年 7 月 25 日（土）　※定員になり次第締切、締切後の申込は要相談。
■日程の短縮、延長等をご希望の方はお問合せください。　■パスポート残存期間：査証申請時 6 か月以上必要。　■この旅行への参加は、NPO
法人ニランジャナセワサンガの会員になっていただくことを条件としています。（年会費 3,000 円～）ご旅行代金には含まれておりません。　
■添乗員：同行なし。但し、プログラム企画担当のNGOスタッフが同行します。　■利用予定航空会社：中国東方航空利用
■利用予定宿泊施設（同等クラスのゲストハウスに変更することがあります）：デリー「Hotel Yes Please Cottage」 ・ブッダガヤ「Sachi Home」・
アグラ「Hotel Sakura」　■お一人部屋をご希望される方は、お一人部屋追加代金が必要です。お問合せください。但し、お一人部屋のご用意がで
きない地域もございます。　■日程表記載の時間帯の目安：早朝 4:00-6:00、朝 6:00-8:00、午前 8:00-12:00、午後 12:00-16:00、夕刻 16:00-18:00、
夜 18:00-23:00、深夜 23:00-4:00　■食事欄：朝 /朝食、昼 /昼食、夕 /夕食、キ /機内食、○=食事あり、×=食事なし

日　程 スケジュール 宿泊 /食事

25（火）1 夕刻：関西空港または成田空港発、上海経由、デリーへ
深夜：デリー到着後、ホテルへ

デリー泊
朝× / 昼× / 夜キ

2 26（水） 車中泊
朝× / 昼× / 夕×

車中泊
朝○ / 昼○ / 夕○

終日：デリー市内観光（世界遺産フマユーン廟、ヒンドゥー寺院など）
夕刻：寝台特急列車で、ブッダガヤへ移動

3 27（木） 早朝：ブッダガヤ到着後、ゲストハウスへ
午後：孤児院の子どもたちと交流、マーケットでショッピング

4 28（金） 午前：【プロジェクト見学①】
　　　ニランジャナスクール本校（インド式授業を体験）、診療所
午後：現地スタッフと周辺散策

5 29（土） 午前：【プロジェクト見学②】
　　　ニーマ村分校（BEAM SCHOOL）、村の女性が通う裁縫教室
午後：アウトカーストの人びとが暮らすニーマ村訪問

6 30（日） 午前：【プロジェクト見学③】（ジープにて移動）
　　　ゴンガリア村分校、植林プロジェクト
午後：診療所の医師から話を聞く、子どもたちとスジャータ寺院観光

ツアー参加者でプログラムを考えます！
○観光：世界遺産マハボディ寺院／ブッダが6年間瞑想した洞窟
○村の小学校で授業　○裁縫教室の女性たちにインタビュー　
○ゴミ問題についてインタビュー調査　○農家で収穫のお手伝い
○村の子どもたちと汗だくになって遊ぶ
○周辺の医療・宗教など関連施設を訪問、インタビュー　etc...
 ※現地で話し合う時間を設け、疑問や興味関心を踏まえて、
　参加者で行程を決めていきます。
※すべて現地スタッフの協力・同行のもとで行います。

12

7 31（月）

8  9/1（火）

9 2（水）

10 3（木）

5（土）

11 4（金）

ブッダガヤ泊
朝○ / 昼○ / 夕○

6（日）13 アグラ泊
朝× / 昼× / 夕×

午前：デリー到着後、専用車でヴリンダーヴァン経由、アグラへ移動
夜　：アグラ到着後、ホテルへ

夜　：寝台特急列車で、デリーへ移動

7（月）14 デリー泊
朝× / 昼× / 夕×

午前：アグラ観光（世界遺産タージ・マハル、アグラ城）
午後：専用車でデリーへ移動。到着後、ホテルへ。

8（火）15 機中泊
朝× / 昼× / 夕×

終日：デリー市内マーケット散策
深夜：デリーから、上海経由、関西空港または成田空港へ。

9（水）16 朝キ / 昼キ / 夕×夜　：関西空港または成田空港到着後、解散



診療所

知りたいこと、学びたいことをとことん突き詰めたい人必
見!!

学校教育

植林・有機農業 孤児院

裁縫教室

周辺の貧しい村々から本校と 2 つの分校へ合わせて 1000 名
以上の子どもたちが通う。13 年間の教育を無償で提供。
学ぶことへの感謝のお祈りから学校が始まる。

（写真左上：スジャータ村本校、右上：ゴンガリア村分校の授業風景、
左下：ニーマ村分校の授業風景、右下：朝礼でお祈りをする子どもたち）

周辺地域の自然環境向上と
自立運営のためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ。

家庭で生活することの難し
い男児が共同生活を送る。

週に数回、医師が地域住民を
診察している。

女性の自立支援を目的とし
た裁縫教室を行っている。

    ツアー参加者の感想

    NPO法人ニランジャナセワサンガとは

（抜粋）

    現地プロジェクトの紹介

　このツアーの企画団体であるニランジャナセワサンガは、インドの中でも最も貧しい
といわれる、ビハール州を支援しているNPO法人です。3つの学校・孤児院・女性の自立
のための裁縫教室・植林プロジェクトなどを現地NGOと連携して行っています。
　スタディープログラムの魅力は何といっても「参加者自身がつくる」ということです。
約10日間、村に滞在することで得られる発見や“もやもや”は、きっと皆さんのこれから
に大きく影響すると思います。「国際協力」「開発」「NGO」「ジェンダー」「教育」…。
そんな言葉に惹かれるけれど、せっかく現地に行くなら自分の関心や学びたいことを突
き詰めたい。そんな方にぴったりなスタディープログラム！ 「インド」「貧困」「国際協
力」。こんな言葉には収まりきらないスタディープログラムに参加しませんか！？

　「きっとここが第二の故郷になるよ。また来ずにはいら
れなくなるよ。」この言葉が僕をインドに導きました。こ
こまで自信満々に言われたら気になって仕方がありません

でした。これがキッカケで参加を
決定しました。
　ところが行ってみたら、いろい
ろな事を目にする耳する毎日。教
育問題は勿論、ジェンダー、環境
問題、医療問題、宗教的なことま
で…良い意味で自分が何を学びた
くて何をしたいのかが分からなく

なりました。それ程、充実した日々だったということです
。たくさんの人々に触れ、色んな考え方を聞き、日本とは
全く違う世界を観ました。それによって私自身の世界観が
広くなりました。
　最終日に、孤児院の少年に言われました。「次はいつく
るの？」また来るしかないと思いました。今回の経験は将
来に活きることばかりです。私
とインドとのかかわりはこれが
終わりではなく、ここからがス
タート。今回のツアーで感じた
事、考えた事、知った事を肥や
しにして自分の人生をさらに豊
かに充実したものに出来ればと
思います。
（2015春ツアー参加者）

ニランジャナセワサンガは、インド・ビハール州の貧困
解決を目指し、2003年より活動していています。学校教
育をはじめ、孤児院、診療所、植林による環境保護、職
業訓練としての裁縫教室やコンピュータ教室など様々な
プロジェクトを行っています。

私も同行

します！
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    ツアーの魅力
① 現地でのプログラムを参加者で企画できる！

② 多様な現地プロジェクトを一度に見られる！

③ 観光名所もはずさない！



＊出発前ミーティング＊

NPO法人ニランジャナセワサンガ
〒550-0014　大阪市西区北堀江 1-3-7  倉商ビル B１F
TEL：070-5264-4880　FAX：06-6536-6669 
E-mail：ai.kaseda1207@gmail.com　担当：加世田 愛
web：http://npws.org/jtop.html

株式会社フェニックス・エンターテイメント・
ツアーズ　関西支店
観光庁長官登録旅行業第 559 号･ＪＡＴＡ正会員

〒550-0012　大阪市西区立売堀 1-5-2  立売堀ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ3F　
TEL：06-6534-6361　FAX：06-6534-6368 
E-mail : saito@phoenixtour.jp　担当：斎藤 恵美
営業時間：月～金　9:00 ～17:30（土日祝日休み）

● ツアー内容に関するお問合せ

● 参加申込に関するお問合せ

ツアーに関する Q & A

● お申込み手順

※注意※パスポートの有効期限が 7ヶ月以上ないとインド
国ビザを取得できません。今持っているパスポートの有効期
限が迫っている（切れている）、またはパスポートをまだ取
得していない方はまずその旨ご相談ください。その後急いで
取得（更新）してください。

下記を郵送でお送りください。
①別紙申込用紙、②パスポートのコピー（顔写
真のある見開きページ）、③学生証の拡大コピー
（学生の方のみ。端が切れないようご注意ください）

旅行代金のうち、事前に３万円（前払金として）
を下記口座にお振込ください。３万円を差し引い
た残りの旅行代金は後日ご請求いたします。
　三菱東京UFJ 銀行　谷町支店
　普通口座　５００８９５３
　口座名義　ｶ)ﾌｪﾆｯｸｽ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ ﾂｱｰｽﾞ

1 の申込用紙と 2 の事前振込の両方の到着を待っ
て申込完了メールをお送りいたします。申込完了
メールが届かない場合は、必ずお電話又はメール
にてお問い合わせください。

1
2
3

8月上旬 大阪：四ツ橋･インドレストランShama
東京：東京都内 

＜詳細が決まり次第、参加申込者へご連絡いたします＞

Q1.「スタディープログラム」とは何ですか？
　観光旅行とは違い、他国の人々との交流、生活体験、現
地プロジェクトへ参加することで、お互いを知り、今後の
自分自身に活かしていくことを目的としています。特にこ
のプログラムでは、参加者が現地でプロジェクトを企画し、
協力して、実施していただきます。

Q2. どんな方が参加しますか？
　大学生が多いです。そのほか、フリーター、社会人、シ
ニアの方など日本全国から参加されます。

Q3. ひとりで参加を申し込むので不安です…
　ほとんどの参加者がおひとりでの申込みです。はじめは
みなさん不安を抱いていますが、少人数でのツアーなので
しだいに打ち解け、帰国する頃には、お互いがかけがえの
ない仲間となっています。

Q4. 初海外なのですが大丈夫ですか？
　海外旅行が初めての参加者も多くいます。配布資料の説
明をよく読み、準備をすれば問題ありません。ツアーの準
備や手続き方法などわからないことがあれば、些細なこと
でもお気軽にご相談ください。

Q5. ブッダガヤはどんなところですか？
　インドの中でも最貧困といわれる州のひとつビハール州
南部に位置しています。ブッダが悟りを開いた地として知
られており、多くの巡礼者が訪れます。周辺には民族衣装
をまとい、農業を生業として暮らす人びとが多く、カース
ト制度など古い慣習が今もなお残っている地域です。

Q6. 治安は大丈夫でしょうか？

　インドという国で、交通事故やスリ、盗難、セクハラな
どのアクシデントが絶対にないとは言い切れませんが、現
地に慣れたスタッフが同行しますのでご安心ください。加
えて、ご自身でもある程度の対策をとっていただきますよ
うお願いいたします。

Q7. 予防接種は受けていくべきですか？
　特に義務付けはしていません。心配な方は厚生労働省の
ウェブサイトをご参照ください。http://www.forth.go.jp

Q8. ツアーの総予算はいくらになりますか？
　このパンフレットに記載されている料金がすべてです。
ただし、買い物のためのお小遣いや病気になった時の医療
費など、念のため少し多めに持参しておくことをおすすめ
します（3 万円程度が目安）。医療費は海外旅行保険に加入
していただきますので、該当分は帰国後保険会社より返金
されます。

Q9. 英語ができないのですが、大丈夫ですか？
　大丈夫です！英語ができなくても参加できます。基本的
に日本語が話せるスタッフは常時同行いたしますし、それ
以外でも話す意志さえあればジェスチャーなどでコミュニ
ケーションはとれます。現地語であるヒンディー語の『指
差し会話帳』があると子どもたちや村びとたちともコミュ
ニケーションがとりやすくなるのでおすすめです。

Q10. 出発前ミーティングにどうしても参加できません。
　申込後、出発前にミーティングを行います。原則、参加
者全員に集まっていただき、ツアーに向けての準備や注意
点などの確認、現地でのプロジェクトの話し合いをする予
定です。ただし、遠方にお住いの方、または、やむを得な
い理由で参加が難しい方は、スカイプ（インターネット電話）
などを利用して対応させていただきます。


